


5　最後にキャリアを前後左右に揺すりガタツキが無いことを確認してください。
　 ガタツキがある場合は再度取付けをやり直してください。
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スライド穴｢内｣

スライド穴｢外｣

重 要
図-8

4　①フレームパイプのスライド穴を⑯塩ビテープにて塞ぎます。
　 スライド穴は②脚ステーをまたいで｢内｣と｢外｣に
　 分割されます。⑯塩ビテープをカットして｢内｣と｢外｣
　 全てのスライド穴を確実に塞いでください。〔図-8〕

注意　この作業を怠ると走行時に笛を吹いたような異音が発生します。
　　　また雨天や洗車時に水が浸入するためサビ発生の原因になります。
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当てがう

図-7

3　⑥取付けフックの上端を③脚セットに当てがい[Ａ]部を指で押さえながら⑭　丸ネジセットＭ６にて４ヶ所均等に
　 トルクがかかるように締付けを行ってください。〔図-7〕
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注意　⑥取付けフックを締付ける際は必ず４箇所を数回に分けて均等に締付けを行ってください。！

2　次に⑦ベースゴムの位置を確認します。⑦ベースゴムの後端がルーフの凸部の下に当たっていれば、〔図-6-A〕
　 そのまま｢組立て方法／２｣で仮組付けの状態にしてある②脚ステーの中の⑩キャップボルトセットM6をしっかり
　 と締付けます。〔図-6-B〕位置に合っていない場合は②脚ステーをスライドさせて再度調整を行ってください。
　 

 

図-6

ルーフの凸部に当てる

図-6-A

図-6-B
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図-5

注意　このキャリアは取付ける位置が決められています。その為キャリアとして
　　　荷物を積載することはできません。
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240㎜

90°

フロントドアの末端
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1　キャリアを指定の位置に載せます。フロントドアの末端から前方へ240ﾐﾘの所にキャリアの｢前｣の⑦ベースゴム
　 の中心が来るように位置を合せます。そして⑰回転灯ブラケットが水平になっている事を確認し、仮組付け状態
　 の⑪キャップボルトM8をしっかりと締付けます。〔図-5〕

取付け方法

図-44　｢前用｣と｢後用｣の脚フレームセットを平行に並べて、
　 先程組立てた⑰回転灯ブラケットをキャリアの上に
　 載せ⑱Ｕボルトを①フレームパイプの下より通し、
　 ⑲ナイロンワッシャー、⑳平座金M6、○バネ座金M6、
　 ○袋ナットM6にてしっかりと固定します。
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｢前用｣脚フレームセット

｢後用｣脚フレーム
セット
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図-3

回転灯・スピーカー
の付属ナット類

Ａ部

取付けボルトがＭ５以下
の場合は○M5用ｽﾍﾟｰｻｰを
使用してください

3　回転灯・スピーカー等の付属のナット類を外し、コードをセンター
　 の穴(Ａ部)から引き出し、⑰回転灯ブラケットに組付けます。〔図-3〕
　 ※回転灯等の取付けボルトがＭ５以下の場合は○Ｍ５用スペーサー(予備)を
　 　組み込み取付けナット類を締付けてください。 

23

23

〔回転灯径〕
φ50～150まで
〔ボルト径〕
M5～M10まで

回転灯取付け可能寸法

98㎜ 94㎜

図-2
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2　｢前用｣と｢後用｣の脚フレームセットを組付けます。
　 ①フレームパイプに⑧ナットプレートを通し、②脚ステーの中に⑤ステープレートを向きに注意して入れ、
　 ⑩キャップボルトセットＭ６にて下記寸法に従って仮組付けし⑨フレームキャップをはめます。〔図-2〕

注意　車両に取付ける際に幅の調整を行う為、⑩キャップボルトセットＭ６は仮組付けにしてください。！
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図-1

1　③脚セットに⑦ベースゴムを凸部の向きに注意してはめ、②脚ステーと③脚セットを組付けます。
　 この時｢前｣と｢後｣とでは②脚ステーの穴位置が異なる為、下記②脚ステーの穴位置に従い
　 ④ステーナット、⑪キャップボルトＭ８、⑫平座金Ｍ８、⑬バネ座金Ｍ８にて仮組付けします。〔図-1〕

注意　車両に取付ける際に角度調整を行う為、必ず   キャップボルトＭ８は仮組付けの状態にしてください。！ 11

組立て方法

前 後
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この商品(SGR-17P)は⑰回転灯ブラケットを
最大３枚まで取付けが可能となります。
もう１枚必要な場合は
別売「ＧＰ－０１／¥3,800(税抜き)」
をお買い求めください。
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